
　

平
安
時
代
後
期
、
平へ

い

治じ

の
乱

（
１
１
５
９
）
後
、
武
門
棟と

う

梁
り
ょ
う

と

な
っ
た
清
盛
は
、
平
家
一
門
の
繁

栄
を
安
芸
国
の
一
の
宮
、
厳
島

神
社
の
加
護
に
よ
る
も
の
と
考

え
、
厳
島
神
社
を
平
氏
一
門
の
氏う

じ

神が

み

と
し
て
崇す

う

敬け

い

し
、
社
殿
を
始
め

一
八
〇
間
の
朱
塗
り
の
回か

い

廊ろ

う

を
造

営
し
社
領
の
寄き

進し

ん

を
行
っ
た
。
清

盛
は
安
芸
国
の
国
司
に
二
度
も
任

じ
ら
れ
た
が
、
一
度
も
国こ

く

衙が

の

あ
っ
た
府
中
を
訪
れ
な
か
っ
た
。

　

厳
島
神
社
に
は
永
暦
元
年

（
１
１
６
０
）
武
士
と
し
て
初
め

て
公く

卿
ぎ
ょ
う

に
列
せ
ら
れ
た
時
、
宿
願

の
厳
島
参さ

ん

詣け

い

を
果
た
し
、
以
後

治じ

承
し
ょ
う

四
年(

１
１
８
０)

ま
で
の

二
十
年
間
に
一
〇
回
も
参
詣
を
重

ね
た
。
中
央
政
界
の
中
枢
に
昇
っ

た
清
盛
を
は
じ
め
一
族
の
精
神
的

な
柱
と
し
て
厳
島
神
社
が
信
仰
さ

れ
た
。

　

一
方
、
仁に

ん

安あ

ん

年
間(

１
１
６
６

～
１
１
６
９)

こ
ろ
か
ら
安
芸
国

は
清
盛
の
知ち

行
ぎ
ょ
う

国こ

く

と
な
り
、
ま
た

安
芸
国
の
在
地
領
主
は
所
領
を
清

盛
や
厳
島
神
社
に
寄
進
し
て
、
領

地
の
保
全
を
図
る
と
同
時
に
平
氏

の
軍
事
組
織
に
組
み
込
ま
れ
た
。

清
盛
の
晩
年
に
は
以も

ち

仁ひ

と

王
お

う

の
平
氏

討
伐
の
令れ

い

旨じ

が
出
さ
れ
、
源
平
争

乱
の
時
代
と
な
っ
た
。
清
盛
の
死

後
、
源
氏
の
軍
勢
は
平
氏
の
勢
力

下
に
あ
っ
た
安
芸
国
に
侵
攻
で
き

ず
、
安
芸
国
内
で
六
回
の
源
平
合

戦
が
行
わ
れ
た
が
、
す
べ
て
平
氏

方
が
勝
利
し
た
と
い
う
。
し
か
し

源
義よ

し

仲な

か

の
入
京
、
平
氏
の
都
落

ち
、
一
の
谷
、
屋
島
の
合
戦
に
敗

北
し
平
氏
滅
亡
も
目
前

と
な
っ
た
。

　

府
中
町
に
は
源
平
合

戦
の
こ
ろ
の
平
家
落お

ち

人う

ど

伝
説
と
し
て
「
平

へ
 
つ
か
 
じ
ょ
う

家
城
」

と
「
さ
さ
ら
が
池
」
が

あ
る
。
菅
原
守
編
『
芸

州
府
中
荘
誌
』
の
記
載

を
一
部
現
代
文
に
直
し

て
紹
介
す
る
。

　

平
家
城
は
御
衣
尾
川

上
流
の
奥
ま
っ
た
小
字

長
尾
に
あ
っ
た
。
一
の

谷
合
戦
に
敗
れ
た
平
知と

も

盛も

り

は
、
長な

が

門と

（
山
口
県
）

で
再
起
を
は
か
る
が
、
知
盛
の
一

族
一
行
六
十
余
人
は
陸
路
西
へ
進

み
、
日
を
重
ね
て
畑
賀
峠
を
越
え

て
府
中
村
の
豪
族
田
所
氏
を
頼
っ

て
や
っ
て
き
た
。
田
所
氏
は
長
尾

の
山
あ
い
の
地
に
仮
屋
を
建
て
隠

し
城
と
し
て
平
家
の
落
人
を
か
く

ま
っ
た
。
し
か
し
源
氏
の
追
撃
軍

が
近
郷
に
ま
で
押
し
寄
せ
た
報

に
、
田
所
氏
は
一
行
を
月
明
り
の

夜
に
呉ご

娑さ

々そ

宇う

山
を
越
え
て
西
方

へ
落
ち
延
び
さ
せ
た
。
里さ

と

人び

と

は
こ

の
隠
し
城
を
「
平
家
城
」
と
呼
ん

で
い
た
と
い
う
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭

〔
第
97
回
〕　

平
清
盛
と
安
芸
府
中

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

午前8時30分
までにごみステーションに出してください。

12/23
(金/祝)

北部

有価物(新聞・雑誌、ダンボール、
衣類、ビン・缶・金属類)

【金曜日収集地区】
ペットボトル・紙パック・白色ト
レイ【第4回目金曜日収集地区】

南部 普通ごみ【火・金曜日収集地区】

12/29
(木）

北部 普通ごみ【月・木曜日収集地区】

南部（収集しません）

12/30
（金）

北部（収集しません）

南部 普通ごみ【火・金曜日収集地区】

※特別収集の日は、環境センターへの持ち込みは受
　け付けていませんので、ご注意ください。
※ごみの種類を間違えないようお願いします。
※12月29日㈭・30日㈮の有価物収集は行いません。

年末年始のごみ収集

平
へ

家
つ か

城
じょう

があったとされる呉
ご

娑
さ

々
そ

宇
う

山の麓

12
月

26日㈪

通常通り収集27日㈫

28日㈬

29日㈭

北
部

普通ごみのみ収集
(月・木曜日地区）

南
部

収集はありません

30日㈮

北
部

収集はありません

南
部

普通ごみのみ収集
(火・金曜日地区）

31日㈯

休み
1
月

1日㈰

2日㈪

3日㈫

4日㈬～ 通常通り収集

年末年始のごみの持ち込み受け付け
【年末】　12月28日㈬午前9時～11時30分

　※各種持込みごみの処分・搬送作業を行う
　　ため午後からの受け付けは行いません。

【年始】　1月4日㈬～通常通り

　※大変込み合います。時期をずらすなど、
　　ご協力をお願いします。
　※ごみステーションに出す要領で分別し
　　てください。

旧焼却施設解体工事期間中のごみの持ち込み

　平成24年3月まで、解体工事を行っていますが、
環境センターへのごみの持ち込みは、通常通り
受け付けています。(環境センターはなくなりませ
ん)工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

広報ふちゅう 23. 12. １ 24




